舞台照明 設備が 刷新され、 機能 性が一 層 高まった 大 ホール。 さまざまな ジャンルの 舞台 づ くりに 対応して います 
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®@®© 50 年間に わたつ て 育まれる 地域との 紳 

桑 名 市民会館 

「：^丁：^シティホール」 

県内では 稀 有な 回り舞台の 機構を 装備した 大ホー ル、 

音の 響きが 美しい 手頃な 小ホー ルな ど、 

市民の 文化 発信 拠点として、 長年 親しまれ てきた 桑 名 市民会館。 

4 月 1 日から 愛称が 「 N  T  N シ テイ ホー ル」 へ 変わります。 


時代の 二— ズに 合わせて 
変化して きた 文化 会館 

「桑 名 市に 文化 活動が できる 施 
設を！ 」。 各団体の 熱望を 受けて 誕 
生した 桑 名 市民会館では、 演劇 や 
音楽、 日本舞踊 など、 さまざまな ジ 
ャン ルの 活動に 発表の 場を 提供し 
てきました。 2007 年には、 地域 
文化の 活動 拠点に ふさわしく、 誰 
もが 使いやすい 芸術 創造 施設と し 
て リニュ . — アル ◦それまで 大 ホ^ — 
ルし かなかった 市民会館に、 小 ホ 
1 ルが 誕生し ました。 

小ホー ルには ピアノ や 室内楽、 
邦楽な ど、 さまざまな 音楽の 魅力 
を 最大限 引き出せ るょぅ 反響 板を 
常設。 ステ ー ジも ヒノキ 造りで 音 
を 美しく 響かせます。 また、 測 板を 
回転させる と 響きを 抑えられ るの 
で、 講演 や セ レモ ニ ー などの 催し 


にも 対応 ◦  3  0  8 席と 比較的小 規 
模な ホ^ — ルで ある こと も 「手頃な 
客席 数で 使いやすい」 と 好評で、 近 
郊 地域からの 利用者 も 少なく あり 
ません。 

リニュ ー アル 時には 創立 時から 
ある 大 ホ^ — ル も、 元の 良さを 生か 
しつつ 改装し ました。 桑 名 市内 随 
一の 規模だった 1388 席の 客席 
や 回り舞台、 小ゼリ 、大 ゼリは 当時 
から 現在まで 残されて います。 壁 
や 天井の 素材を 変える ことで、 こ 
れ まで 残響の なかった ホ ー ルの 音 
質が 格段に 向上し ました。 

ほかに も、 loo 人 程度を 収容 
可能な 大 会議室と、 20 〜 30 人 程度 
収容で きる 会議室が 4 室 設けら 
れ 、楽屋と しても 利用され てい ま 
す。 各種 団体に 広く 意見を 募り 設 
計に 反映した ため、 和室の 会議室 
や、 鏡 張りの リハ ー サル 室 も あり 


桑 名 市民会館 館長 補佐  桑 名 市民会館 館長  三重県 舞台 管理 事業 協同組合  劇団 すがお 

川 渕英樹 さん  宮 木嘉彦 さん  テクニカル ディレクター 水藤克 夫さん  主宰 •加 藤 武夫さん 


「受付の 対応な ど、 細かな  「どなたに も 利用し やすい 施  「ご 利用され る お客様を 技  「劇団 すがおは 今年で 創 

点に も 注意を 払う ことが 不  設 になる よう、 これから も 頑  術 的な 面で 支える 専門職で  設 55 年、 市内は もとよ 

可 欠です。 みなさんに、 気持  張ります。 みなさまの ご 来 館  す。 これから も お客様に 満  り、 県内 外、 海外で も 公 

ちよく 利用して いただける 施  を お待ちして おります」  足して いただける ようにして  演を 行って きました」 

設 にして いきたいです」  いきます」 

文/江 藤莅夏 写真/多 賀啓司 デザイン/ ABBEYROAD 


間に合いません。 川渕 さんは 咄嗟 
の 判断で 車を 走らせ、 演奏 前に 持 
ち 主の 生徒に 手渡しました 。「頑張 
って 練習す る 姿を 見て、 いても た 
っても いられずに 行動し ました。 
楽器を 受け取った 生徒の ほっとし 
た 表情が 忘れられません ◦習 志 野 
高等学校は 銀 賞を 獲得で き、 保護 
者から も お礼の 電話 や ハ ガキが 届 
きました」 と 語ります。 

「市民会館は、 普段の 活動の 成果 
を 発表す る 貴重な 場と して 機能し 
てきました。 市民の みなさん や、 他 
県の 方に もどん どん 利用して いた 
だける ょぅにして いきたいです」 
と、 宮 木嘉彦 館長。 今後の 展望に つ 
いて、 華やかな 演出の 大ホ ー ルと 音 
の 響きが 美しい 小 ホ ー ルを 提供し 
ていきた いと 語りました ◦これから 
も 桑 名 市民会館は、 市民に とって 
より 利用し やすく、 魅力の ある 施 
設へ 成長を 続けて いきます。 


ます。 可動 壁で 自由に レイアウト 
できる 展示 室 もで き、 たびたび 写 
真 や 絵画の 発表会が 開かれて いま 
す。 

時代の ニ ー ズに 合わせて、 変化 
してきた 桑 名 市民会館。 今年 1 月 
には、 桑 名 市民会館の ネ ー ミン グ 
ライツ •パ ー トナ ー として NT N 
株式会社 桑 名 製作所と 契約を 締 
結。 4 月 1 日ょり 市民会館の 愛称 
が 「NTN シ テイ ホ ー ル」 と 変わり 
ます。 しかし、 開館から 50 年、 リニ 
ユー アルから 10 年 かけて 築いて き 
た 市民との 姅は 変わる ことなく、 
今後 も 文化 発信の 拠点として あり 
続けて いくで しょぅ。 

利用者を 支え、 支えられて 
成長を 続ける 市民会館 

56 年 前に 創立した 「劇団す が 
お」。 演劇の 発表の 場を 求めて、 桑 
名 市民会館 建設の 運動に も 携わつ 
ています。 その 主宰を 務める 加 藤 
武夫さん は、 これまで 20 回 ほど 桑 
名 市民会館の 舞台に 立ちました。 
大ホ ー ルの 回り舞台を 使用した 経 
験 も 5 回 ほど あると いい、 舞台が 
回り 別の セットが 現れる 演出に、 
観客からは 「わ 一 つ ！ 」 と 感嘆の 声 
が あがる そぅ。 

「この 会館の 舞台は 奥行きが 十 
分に あるので、 大人 数が 舞台に あ 
がれる、 遠近 感が 演出で き、 多彩な 
表現が 可能になる といった メ リツ 
卜 があります」 と 加 藤さん ◦駅から 
近い。 楽屋 も 多く、 使い 勝手が いい 


と 魅力を 語りながら、 「桑 名 市民 会 
館は 桑 名 市の 一つの シンボルで 
す。 特に 大ホ ー ルは、 表現 者の 憧れ 
の 舞台と なって いるので は。 桑 名 
市ら しい、 市民の ための S 主 企画 
などを 実施し、 魅力を 発信して い 
って ほしいです」 と 続けました。 

そんな 利用者の 声を 聞き、 運営 
に 携わる 桑 名 市民会館 館長 補佐の 
川 渕英樹 さんは うれしそうに ほほ 
笑みます。 「利用者の 公演の 成功 
は、 私たちに とっても 喜びです。 無 
事に 終わった 後の 『大変 お 世話に 
なりました』 『お疲れさ までした』 
という 声に いつも 励まされて いま 
す」。 スム 彳ズに 運営で きる 場合 も 
あれば、 なかには トラブル も ある 
そ/っ ◦その 一つを、 思い出す ょうに 
語って くれました。 

昨年の 秋、 名古屋 国際会議 場で 
開催され る 全国 高校 吹奏楽 コンク 
丨 ルの 練習の ため、 千葉県 習 志 野 
高等学校の 吹奏楽 部が 桑 名 市民 会 
館を 利用した 際の こと。 コンク^ — 
ル 会場へ 出発 後、 楽器が 一つ 忘れ 
られ ていました。 慌てて 連絡を と 
った ものの、 名古屋 から 楽器を 取 
りに 戻る と、 コンク 彳 ルの 演奏に 


